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全国高校総体開催される！ ～ハンドボールの熱戦、津高でも。 

全国高校総体が７月 26日から８月 20日の間、三重県を中心に開催されました。津

高は県大会を 11 連覇したボート部が出場し、健闘しました。また、津高の体育館

では、７月 27・28 日にハンドボール競技の熱戦が繰り広げられました。多くの生

徒、教職員が、県内の各会場で運営に携わりました。（ハンドボール競技：7月 27日） 

 

７月 10日にスーパーサイエンスハイスクールの科目「ＳＳ先進科学」で、

企業の商品開発の現場のお話を選択生徒が聴きました。民間企業の商品開発

の最前線で科学はどのように活用されているのかを知ることが目的です。講

師として、井村屋株式会社開発部の荻原佳典課長様に来ていただきました。 

井村屋は創業以来、ようかんを作

り続け、材料のあずきにこだわり商

品開発に力を入れています。講義で

は、まず、実際につぶあんやこしあ

んの試食を通して、製造方法の違い

について学びました。講師のお話か

ら、グループ理念「おいしい！の笑顔をつくる」「Be always for 

Customers!」「イノベーション」のもと、研究・開発を楽しむ様子

が伝わりました。一貫してあずきにこだわり続けているからこそ

できる研究や商品開発があるという内容が印象的でした。 

質疑応答では、商品開発についての技術的質問や、仕事への向

き合い方等の質問が行われました。商品開発すべてが探究のサイ

クルであり、生徒たちの今後の活動の参考

になっただけでなく、基礎知識の必要性を

感じることができ、進路選択の一助にもな

りました。８月には、研究グループが実際

に会社で現場実習を行いました。 

 

本年度も生徒が学校案内ポスター

をデザインしました。津高の３年間

で、多様な個性が輝き、学び合い、

つながり合い、それぞれが夢を実現

させようという気持ちが込められて

います。入門講座でお披露目します。 

こだわり続けているからこそ、できること～ＳＳ先進科学  

 

   今年も「そこは、宇宙。」 学校案内ポスター 発表  

先輩とふれ合い、大いに学ぶ体験 

東大キャンパスツアー（７月 18・19 日） 

 

津高では、大学の最先端の研究や実際の大

学生生活を体験する目的で、毎年、東京大学

でキャンパスツアーを実施しています。今年

も、1 年生 44 人が参加し、東大の本郷キャ

ンパスで工学部、農学部の講義や実習の体験

を行いました。講義は、津高ＯＢの先生方に

担当していただき、大学での勉強や研究の心

構えを学ぶことができました。 

 

夜は、ＯＢの現役学生との座談会を持ち、

翌日は大学周辺の散策、学生生活を体験する

こともできました。大学を身近に感じ、大い

に刺激を受けた 2 日間でした。 
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７月 23日から５日間、１、２年生 30人がマレーシア研修を実施しま

した。現地でのホームステイ等を通して異文化を体験するとともに、学

校訪問での生徒同士の交流で、お互いの文化を発信し合いました。 

学校訪問で日本文化を紹介 

活動初日は午前中にクアラルンプール

市内の女子校を訪問しました。歓迎行事で

お互いの学校や文化を英語で紹介しまし

た。体験を通してマレー系、中華、インド

等の風習や食文化に学ぶとともに、生徒の

みなさんと交流を持つことができました。 

ホームステイでマレー文化に触れる 

２、３日目は、インドネシアに

ルーツを持つ人々が暮らす村で、

ホームステイしました。ホスト家

族に温かく迎えられ、各家で２、

３人の生徒たちが現地の暮らし

を体験しました。マレーの家庭料

理、習慣等、初めてのことばかりでしたが、生徒たちには

大きな刺激となりました。３日目の夜にはパーティーが催

され、民族衣装を着て、食事や伝統音楽を楽しみました。 

クアラルンプール等でマレーシアの今を体験 

３、４日目には首都クアラルンプール

やプトラジャヤの大都市の見学を行いま

した。現地ガイドによる解説を受けなが

ら、王宮やモスク等を訪れ、歴史や宗教、

文化の多様性の中で発展するマレーシア

の現在の姿について学びました。 

                   

  

７月６日、1年生対象に保健

講演会を行い、「生と性につ

いて考える」をテーマに、

くつろか助産院の助産師、

濵地祐子先生のお話を聴き

ました。小説や絵本等を題材に先生は、「生きるこ

とは、誰かと心を通わせること」「人間的なつなが

りこそ大切である」等を示されました。そして、

自分の思いだけで行動するのではなく、パートナ

ーの思いを大切にする必要性を強調されました。 

 

7月 11日、全校で「性の多様性」について考え

る機会を持ちました。まず、体育館で全員が山口

颯一さん（一般社団法人 ELLY）の講演を聴き、 

ＬＧＢＴ等、性の多様性についての基本的な知識

や誰もが自分らしく安心して学校生活を送るうえ

で一人ひとりが大切にす

べきことを確認しました。

その後、各クラスで講演

内容についての感想や意

見を交換しました。 

異文化体験から自分の日常を見る 第 12回マレーシア研修 
部活動等の成果報告 

 三重県高校総合体育大会 

男子総合６位入賞  

 

 水泳部 

・三重県高校選手権水泳競技大会 

 男子総合３位 女子総合６位 

 男子４×100ｍフリーリレー２位 

 男子 200ｍバタフライ ２位 

 男子 200ｍ自由形 ３位 

・三重県選手権水泳競技大会 

 女子 50ｍ背泳ぎ ２位 

 男子 200ｍバタフライ ２位 

 

 硬式野球部 

第 100 回高校野球選手権三重大会 

1 回戦：津 ６－５ 明野 

（延長 12回） 

２回戦：津 ９－３ 飯南 

３回戦：津 ０－11 いなべ総合 

 

 音楽部 

第 58 回三重県合唱コンクール 

金賞：県代表に 

全日本合唱連盟理事賞も受賞 

いのちを大切に～性教育講座 誰もが自分らしく生きる～人権講演会 


